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は
じ

め

に

豊
中
市
は
大
阪
平
野
の
北
西
部
に
位
置
し
、
猪
名
川
の
流
れ
と
千
里
丘
陵
の
緑
と
い
う
豊
か
な

自
然
環
境
に
包
ま
れ
て
、
か
つ
て
は
そ
こ
こ
こ
に
牧
歌
的
な
風
景
の
広
が
る
の
ど
か
な
農
村
地
域

で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
風
景
は
、
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
に
と
も
な
う
急
速
な
開
発

の
中
で
失
わ
れ
て
い
き
、
今
日
で
は
も
は
や
過
去
の
も
の
と
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

当
市
で
は
、
市
民
の
方
々
の
ご
協
力
を
得
て
、
市
内
で
使
用
さ
れ
て
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
用

具
の
収
集
と
保
存
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
生
活
用
具
は
、
豊
中
の
地
に
暮
ら
し
て

い
た
人
々
の
生
活
の
あ
り
方
を
知
る
つゝ
え
で
、
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
こ

れ
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
は
現
代
に
生
き
る
私
た
ち
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
書
は
、
こ
れ
ら
の
収
集
資
料
の
つゝ
ち
、
特
に
農
業
に
関
連
し
た
も
の
を
紹
介
す
る
も
の
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
書
が
、
か
つ
て
農
村
地
域
で

あ
っ
た
郷
土

・
豊
中
の
生
活
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
幸
い
と
存
じ
ま
す
。

平
成
八
年

（
一
九
九
六
年
）
三
月

豊
中
市
教
育
委
員
会

教
育
長
　
　
青
木
　
伊
織



ぃ

造

謝

洋

▲ 近代の農作物 (『 グラフとよなか』No 26 1990年  より) 例  官

１
．
本
書
は
、
平
成
四
年
度
よ
り
同
七
年
度
に
わ
た
つ
て
実
施
し
た
豊
中
市
教
育
蛮
員
会
所
蔵
の

民
具
の
調
査
記
録
よ
り
、
主
に
農
具
に
つ
い
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
元
の

方
々
の
保
管
に
よ
る
も
の
が
一
部
含
ま
れ
て
い
る
。
詳
細
は
巻
末
の
目
録
を
参
照
願
い
た
い
。

２
．
民
具
調
査
は
、
近
藤
雅
樹
氏

（国
立
民
族
学
博
物
館
）
の
指
導
を
仰
ぎ
、
水
口
千
里
氏

（日
本
民
具
学
会
）
、
吉
田
晶
子
氏

（財
団
法
人
枚
方
市
文
化
財
研
究
調
査
会
）、
米
田
実
氏

（水
口
町
歴
史
民
俗
資
料
館
）
の
ご
協
力
の
も
と
に
豊
中
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
が
行

な
っ
た
。
上
新
田
地
区
の
農
事
暦

「米
作
り
の
一
年
」
（２
～
５
ペ
ー
帯と

は
、
中
尾
七
重
氏

（元

・
財
団
法
人
民
家
集
落
博
物
館
）
の
調
査
成
果
を
利
用
し
、
中
尾
氏
に
新
た
に
イ
ラ
ス

ト
を
作
成
し
て
い
た
だ
い
た
。

３
．
本
書
の
執
筆
は
、
お
お
む
ね
右
の
方
々
に
分
担
し
て
い
た
だ
い
た
。
農
具
使
用
状
況
の
イ

ラ
ス
ト
を
香
川
雅
信
氏

（大
阪
大
学
大
学
院
）
が
担
当
し
た
。
執
筆
の
分
担
に
つ
い
て
は
各

文
末
を
参
照
さ
れ
た
い
。

４
．
基
礎
資
料
と
な
る
民
具
の
実
測
図
の
作
製
に
は
、
以
下
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
。

阿
部
彩
子
　
天
野
太
郎
　
井
殿
の
ぞ
み
　
井
上
素
子
　
丼
上
早
枝
子

内
田
民
枝

大
本
純
子
　
荻
田
浩

一　
香
川
雅
信
　
川
村
清
志
　
黒
瀬
道
子
　
近
藤
雅
樹

高
垣
善
信
　
武
田
和
代
　
歳
森
真
紀
　
中
本
剛
二
　
藤
内
礼
子
　
別
所
美
幸

間
庭
裕
弥
子
　
真
鍋
昌
賢
　
水
口
千
里
　
山
本
　
一　
吉
田
晶
子
　
米
田
　
実爺

称
略
）

５
。
所
収
実
測
図
に
は
、
実
測
者
名
の
他
、
原
則
と
し
て
個
別
台
帳
を
元
に
資
料
名
、
採
集
地
、

材
質
を
付
記
し
、
台
帳
等
の
記
録
が
な
い
部
分
に
つ
い
て
は

［　
］
内
に
記
し
た
。
構
成
上

実
測
図
の
縮
尺
が
利
用
し
に
く
い
も
の
と
な
つ
た
こ
と
、
乾
拓
採
集
作
業
等
を
別
途
行
な
っ

た
た
め
、
本
書
の
作
成
に
あ
た
り
補
訂
さ
れ
た
部
分
が
あ
る
こ
と
を
断
つ
て
お
く
。

６
．
本
書
の
編
集
は
、
中
村
ひ
さ
子

（豊
中
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）
が
担
当
し
、
長
畑

京
子
が
こ
れ
を
補
助
し
た
。　
一
部
の
資
料
写
真
に
つ
い
て
は
、
柳
本
照
男

（同
社
会
教
育
課
）

が
撮
影
し
た
。

７
。
市
所
蔵
の
民
具
は
、
す
べ
て
地
元
の
方
々
の
ご
寄
贈
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
本
書

の
作
成
に
あ
た
つ
て
は
、
現
在
も
農
業
に
従
事
し
て
お
ら
れ
る
方
々
に
、
お
忙
し
い
さ
中
に

も
関
わ
ら
ず
快
く
時
間
を
割
い
て
い
た
だ
き
、
機
械
化
が
進
む
前
の
農
作
業
に
つ
い
て
多
く

の
こ
と
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。



とよなか の環 境

▲ 地形図

※1「近世村割図Jは、明治18年～20年の陸軍参謀本部

陸地測量部測図をもとに作成された、『豊中市史』

第 2巻 (1959年 )掲載の図 (本文中3頁 )を もとに、

現在の鉄道の主要駅の位置を配したものである。

※2 地形図は同測図を参考に宅地開発以前の地形をお

おまかに表した。

※3 本文中の地名表記のうち、「綾算蓉」には左の

「近世村割図」中の年期 歩韓士歯由・葉僚・
ヨを力浪面・鴇物狼栖一帯を、「牲辞抱には葺由・
盗由・≧窪・半笠・試と,葺左・れ勤上.T経常
を含んでいる。         ′

▲ とよなかの位置

▲ 近世村割図
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す
さ
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ふ
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ぐ
わ
／
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ぐ
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た
き
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ぐ
わ
／
じ
ょ
れ
ん

／
び
っ
ち
ゅ
う
ぐ
わ
／
か
ら
す
き
／
ま
ぐ
わ
／
な
ら
し
い
た
／
く
び
き

・
く
ら

。
し
り
か
せ
／
は
な
ぎ
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／
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／
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も
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さ
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／
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た
わ
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／
た
？ゝ
え
な
わ
／
は
ね

つ
る
べ
／
ふ
み
ぐ
る
ま
／
と
い
／
が
ん
づ
め
／
た
か
き
／
か
い
て
ん
じ

ょ
そ
う
き
／
こ
え
お
け
／
た
ん
ご

・
に
な
い
お
け
／
こ
え
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し
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く
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ゅ
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る
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
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／
み
の

か
い
せ
つ
　
　
　
　
牛
の
仕
事

（４５
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（５６
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（６９
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（３４
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え

（４８
）
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に
■

速

に

稜

芽

す

る

も

の
な

り
。

第
六
課
　
　
紅
子
の
褒
非

種

子

警

芽

の
多

少

を

知

ら

ん

と

欲

せ

ば

之

を

皿

の
上

に

並

べ

て

適

温

の
所

に

第
五
課
　
　
浸
種

稲

の
種

子

は

播

き

下

す

前

に
数

日

間
、川
・池
。桶

水

な

ど

に

滅

す

が

常

な

り
。川
ｏ池

の
ツ

合

に

は

種

子

は

償

破 比の芽破子■i

鰈
鉄

等

あ

り
。

一
、
＝
中
鍬

二
、
昨
鍬

三
、
金
鍬

四
、
普
地
鍬

五
、
鉢
蹴

六
、
江
州
鋤

七
、
京
鋤

牛

馬

の
力

を

借

り

て

地

を

起

す

に

は

率

を

用

ふ
。黎

に

は

Ⅳ
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う
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／
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／
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／
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れ
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り
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く
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き
／
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い
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き
／
た
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き
／
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ょ
う
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き

，
に
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う
が
け
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す
じ
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き
／
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え
／
す
じ
き
り
／
あ
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ぼ
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が
り

。
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／
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／
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／
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／
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＊
目
次
に
使
用
し
た
図
版
は
『小
學
農
業
書
乙
種
文
大
正
三
年
発
行
）か
ら
引
用
し
ま
し
た

すt製 印Bの 米

二
醍
尻

二
、前
石
従

一二
、備

具 ,η ぱ 〕kの 参

し
、と

を

去

り
、術
・萬

石

徒
・陽

瘍

等

に

て

よ

く

訓

製

す

べ

し
。貸

を

打

ち

落

す

に

穀

打

墓

を

川

か

る

こ

と

あ

抑
。

第
十
四
課
　
碗
豆

碗

豆

は

子

資

を

未

熟

な

る
大

の
儘
、若

し

く

は

成

熟

せ

る

後

之

を

取

め

て

食

川

に
供
す
。子
資

は
球
け
ス
は

芙
子

の
原
料

に
も
供
す
。品

飲
触
碑
＝

種

多

く
、花

の
色
、大

の
硬

蔓

の
有

無

に

よ
り

て
白

花
。紫

花
。軟
茨
。硬

茨
。蔓

性
。矮

性
等

の
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